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　３月23日、本校職員と保護者の皆様が見守る中、
131名の卒業生が中部小学校を巣立っていきました。
卒業生は、呼びかけの中で、新型コロナウイルスの
影響で制限のかかった２年間の学校生活を振り返り、
当たり前に学校に来ることができる喜びを実感して
いました。
131名で「旅立ちの日に」を堂々と合唱し、中学

校へと旅立っていきました。

中部小学校 卒業生131名

　３月23日、６年１組、６年２組、合わせて66名
の卒業証書授与式を行いました。感染症対策のた
め、参加者を制限した式ではありましたが、一人一
人の表情は輝いており、とても感動的な式となりま
した。
　また、式終了後は、理科室（１組）、家庭科室（２
組）において、保護者も参加した形での最後の学級
活動を行いました。そして、66名全員が思い出とと
もに本校を巣立っていきました。

菊陽北小学校　卒業生66名

　卒業生は13名でした。コロナ禍で出席者も制限さ
れた中でしたが、祝福の気持ちを少しでも多く伝える
ために、本年度は在校生（５年生）も出席しました。
　式の中では、１年生から４年生のお祝いのメッセー
ジビデオも流しました。厳粛な雰囲気の中にも、心温
まる場面もあり、とても心に残る卒業式となりました。

菊陽南小学校　卒業生13名

卒 業 式 期日：３月23日
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　３月23日、第48回卒業証書授与式を行い、52名
の児童が武蔵ヶ丘小を巣立っていきました。根本ま
り子校長が一人一人に卒業証書を手渡し、職員・保
護者・在校生（５年生）で、卒業生全員を祝福しま
した。卒業生の「別れの言葉・いのちの歌・旅立ち
の日に」のメッセージや合唱で感動的な時間となり
ました。みなさん、夢に向かって大きく羽ばたいて
ください。ご卒業、おめでとうございます。

武蔵ヶ丘小学校　卒業生52名

　「生まれてきたこと　育ててもらったこと　出会ったこと　
笑ったこと　その全てにありがとう　この命にありがとう」
　小学校生活最後の日を、子どもたちは感謝の言葉で締めく
くりました。
　合唱の練習もままならない中、個人でできることを精一杯
やって作り上げた卒業式。自信と誇りに満ちた表情は、６年
間の学びと大きな成長を感じさせました。
　たくさんの人へ感謝し、たくさんの人から祝福を受けなが
ら巣立っていった72名。感謝と笑顔にあふれた卒業式でした。

武蔵ヶ丘北小学校　卒業生72名

　3月23日、第38回の卒業証書授与式を執り行い
ました。174名の卒業生が、立派な姿で卒業証書を
受け取り、６年間を過ごした学び舎を巣立っていき
ました。コロナ禍のためにオンラインで卒業式に参
加することになっていた５年生でしたが、在校生代
表として卒業生の入場と退場の時だけは式場や通路
で感謝の拍手を届けることができました。卒業生の
皆さん、今後のますますの活躍を期待しています。

菊陽西小学校　卒業生174名

み ん な の
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特別会計 予算額（前年度比）

土地取得
特別会計

1億8,395万6千円
（33.4％増）

工業団地造成
特別会計

8,482万3千円
（93.8％減）

国民健康保険
特別会計

37億1,466万8千円
（1.2％減）

介護保険
特別会計

26億4,573万1千円
（0.4％増）

後期高齢者医療
特別会計

5億5,440万4千円
（25.3％増）

教
育
環
境
整
備
・
医
療
福
祉
対
策
に
重
点

令和４年度当初予算が可決されました

令
和
４
年
度
予
算

一般会計　
特別会計　  
下水道事業会計　
総額　　　　　

170億 2,129 万５千円  （6.0％増）
  71 億 8,358 万２千円  （13.9％減）
  33 億 5,382 万３千円  （47.3％増）
275億 5,870 万３千円  （3.3％増）

民生費
 66億4,583万8千円

39%

民生費
 66億4,583万8千円

39%

自主財源
85億5,907万円
 50.3%

自主財源
85億5,907万円
 50.3%

依存財源
84億6,222万5千円

 49.7%

依存財源
84億6,222万5千円

 49.7%

令和４年度
一般会計当初予算
総額170億2,129万

５千円

令和４年度
一般会計当初予算
総額170億2,129万

５千円

令和４年度
一般会計当初予算
総額170億2,129万

５千円

令和４年度
一般会計当初予算
総額170億2,129万

５千円

衛生費
13億4,149万2千円

7.9 %

衛生費
13億4,149万2千円

7.9 %

町税
71億817万9千円

41.8%

町税
71億817万9千円

41.8%

町債
16億6,260万円

9.8%

町債
16億6,260万円

9.8%各種交付金
12億504万4千円

7.1%

各種交付金
12億504万4千円

7.1%

県支出金
16億693万3千円

9.4%

県支出金
16億693万3千円

9.4%

国庫支出金
33億4,849万円

19.7%

国庫支出金
33億4,849万円

19.7%

地方交付税
4億6,893万4千円

2.8％

地方交付税
4億6,893万4千円

2.8％ 地方譲与税
1億7,022万4千円

1%

地方譲与税
1億7,022万4千円

1%

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
4億2,101万1千円

2.5%

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
4億2,101万1千円

2.5%

財産収入
1億2,166万6千円

0.7%

財産収入
1億2,166万6千円

0.7%
繰入金、繰越金など
9億821万4千円

5.3%

繰入金、繰越金など
9億821万4千円

5.3%

土木費
 23億2,722万6千円

13.7%

土木費
 23億2,722万6千円

13.7%

教育費
21億7,538万円

12.8%

教育費
21億7,538万円

12.8%

公債費
15億7,604万3千円

 9.3%

公債費
15億7,604万3千円

 9.3%

総務費
16億8,907万4千円

9.9%

総務費
16億8,907万4千円

9.9%

その他
12億6,624万2千円

7.４%

その他
12億6,624万2千円

7.４%

歳　出

歳　入
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子ども医療費助成
（高校３年生までに拡張）
　　２億6,723万円

新型コロナワクチン接種体制確保事業
１億1,907万円

障害者福祉費　　　13億4,534万円

児童手当　　　　　 ８億8,594万円

私立保育所保育委託料
13億8,477万円

菊陽北小学校建設費  ４億8,901万円

武蔵ヶ丘北小学校建設費
２億5,620万円

　令和４年度当初予算は、一般会計・特
別会計など総額275億5,870万円で可決
しました。
　人口の増加に伴い、学校の整備やTSＭ
Cの進出による道路の新設改良など様々
な事業があります。
　目的別経費の特に額の多いものを記載
しました。 

主な予算
衛生費教育費

民生費

菊陽杉並木公園拡張整備事業
６億5,196万円

道路の新設改良　　 ４億6,796万円

※万円単位で記載

土木費

市道竹迫第二テクノ線

県道大津
植木線

菊陽北小学校

原水駅

県道新山原水線

県道熊
本菊陽

線

市道福原原水線
（合志市区間）

菊陽町計画区間
道路延長  680ｍ

県道新山原水線
（熊本県区間）

土地改良事業（水路の整備など）
１億2,623万円

農林水産費
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総合体育館建設風景

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
・

委
員
会
付
託
予
定
表

常任委員会報告常任委員会報告
●文教厚生常任委員会　●産業建設常任委員会
●総務常任委員会

付託案件を慎重審議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
坂
本
秀
則

◇
議
案
第
13
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
予
算

全
委
員
会

◇
議
案
第
14
号
　
令
和
４
度
菊
陽
町
土
地
取
得

特
別
会
計
予
算

総
務
常
任
委
員
会

◇
議
案
第
15
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
議
案
第
16
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
国
民
健

　
　
　
　
　
　
　
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
議
案
第
17
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◇
議
案
第
18
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◇
議
案
第
19
号
　
令
和
４
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算

産
業
建
設
常
任
委
員
会

賛
成
多
数

度
・
３
年
度
を
比
べ
る
と
小
・
中
学
校
と
も

に
微
増
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
36

学
級
、
中
学
校
12
学
級
通
常
学
級
に
入
れ
な

い
児
童
生
徒
に
は
管
理
職
を
含
め
て
対
応
し

て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
総
合
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
備
品
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
た
た
き
台
は
町
で
考
え
、
そ
の

案
を
基
に
専
門
知
識
を
持
っ
た
各
種
目
協
会

等
に
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
西
小
学
校
の
４
教
室
分
の
仮
設
校
舎
に
つ

い
て
は
、
生
徒
数
が
今
後
落
ち
着
く
傾
向
の

た
め
、
来
年
度
取
り
壊
す
。

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館

　
中
央
公
民
館
は
築
50
年
を
迎
え
る
。
長
寿

命
化
し
た
場
合
最
長
80
年
使
用
す
る
と
、
公

共
施
設
等
管
理
計
画
に
あ
る
の
で
、
早
急
に

建
替
え
が
必
要
な
劣
化
具
合
で
は
な
い
の

で
、
当
面
は
改
修
し
な
が
ら
使
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

町
民
課

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
全
体
の
10
％
を
超
え
て

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
約
５
割
が
住
民
票

で
、
約
３
割
が
印
鑑
登
録
証
明
書
で
あ
る
。

光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
清
掃
は
、

平
日
、
祝
日
、
土
曜
日
は
隔
週
と
な
っ
て
お

り
１
日
５
名
以
内
で
作
業
を
委
託
し
て
い
る
。

福
祉
課

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
は
、
屋

根
材
の
改
修
・
外
壁
の
補
修
ま
た
足
場
を
か

け
て
改
修
な
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
１
階
に
移
動
す
る
関
係
で
、
内
部
の

改
修
も
一
部
行
な
う
。

子
育
て
支
援
課

　
子
ど
も
医
療
費
が
18
歳
ま
で
対
象
が
拡

大
さ
れ
る
の
で
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
」
の
支
援
対
象
者
の
範
囲
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
ひ
と
り
親
で
あ
る
保
護
者
に
な

る
。

介
護
保
険
課

　
武
蔵
ヶ
丘
第
二
保
育
園
跡
地
を
高
齢
者

支
援
施
設
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
介
護
保

険
事
業
計
画
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
現

在
の
計
画
が
令
和
５
年
度
ま
で
の
第
８
期
計

画
に
な
る
の
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る

第
９
期
計
画
に
記
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
た

だ
し
正
式
決
定
ま
で
に
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
や

そ
の
他
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
数
年
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
規
事

業
に
な
り
、
通
所
型
を
好
ま
な
い
方
を
対
象

に
訪
問
し
、
短
期
集
中
的
に
介
護
予
防
の
取

組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

健
康
・
保
険
課

国
保
被
保
険
者
数
は
、
毎
年
減
少
傾
向
に

あ
り
7062
人
と
な
っ
て
い
る
。

図
書
館

　
令
和
４
年
度
の
本
購
入
予
定
は
、
５
千
冊

く
ら
い
で
予
算
は
900
万
円
で
あ
る
。

学
務
課

　
要
保
護
・
準
要
保
護
の
人
数
は
令
和
２
年
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総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

　
国
保
被
保
険
者
は
、
団
塊
の
世
代
年
齢
が

多
く
毎
年
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
す
る
方

が
増
え
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
は
、

毎
年
200
人
程
度
増
加
し
て
い
る
。

都
市
計
画
課

　
原
水
駅
周
辺
の
調
査
は
基
盤
整
備
し
て
い

な
い
農
地
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
に
か
け
て
行
い
対
象
地
域
は
原
水
駅
前
か

ら
新
駅
の
所

ま
で
と
考
え

て
お
り
目
的

と
し
て
は
住

宅
＋
商
用
地

と
考
え
て
い

る
。

　
菊
陽
町
は

年
々
開
発
が

行
わ
れ
、
公

園
が
増
加
し

て
お
り
、
そ

れ
に
と
も
な

い
遊
具
の
点

検
や
、
地
元

地
区
へ
の
公

園
管
理
委
託

料
も
増
え
て

い
る
。

環
境
生
活
課

　
ゴ
ミ
袋
の
委
託
先
は
福
岡
で
中
国
の
下

請
け
で
作
成
（
国
内
だ
と
1.5
倍
の
費
用
が
掛

か
る
）
。
現
在
の
世
界
情
勢
を
考
え
る
と
石

油
・
小
麦
粉
等
の
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

単
価
の
高
い
国
内
生
産
や
自
給
自
足
の
た
め

の
農
業
政
策
の
変
更
な
ど
、
コ
ス
ト
高
や
生

活
の
不
便
性
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
代
が
き
た
。

　
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
空
き
家
な
ど
で
緊
急

を
要
す
る
場
合
に
業
者
に
依
頼
し
て
い
る
。

下
水
道
課

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
築
造
工
事
は
令
和
３
年
度
約

16
億
４
千
万
円
、
令
和
４
年
度
約
10
億
８
千

万
円
で
令
和
５
年
８
月
完
了
予
定
で
、
も
と

も
と
補
助
が
な
く
町
負
担
だ
っ
た
も
の
を

½
の
国
の
補
助
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
伐
根
は
花
の
咲
く

時
期
に
行
っ
て
い
る
が
、
花
の
咲
く
前
に
伐

根
し
て
も
貯
水
池
の
た
め
に
、
周
辺
か
ら
の

雨
水
に
種
が
混
ざ
っ
て
く
る
の
で
、
根
本
的

対
策
と
は
な
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

建
設
課

　
光
の
森
駅
前
横
断
歩
道
橋
は
幅
2.5
ｍ
長

さ
57
ｍ
直
線
で
駐
輪
所
の
前
に
降
り
る
も
の

で
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
立
体
駐
車
場
の
２

階
へ
も
直
接
行
け
る
。
総
額
３
億
７
千
万
円

で
令
和
３
年
度･

令
和
４
年
度
で
完
成
す
る

予
定
。

　
下
戸
橋
橋
梁
補
修
は
腐
食
が
進
ん
で
い

る
の
で
塗
装
の
塗
替
え
と
、
防
護
柵
の
取
替

え
を
行
う
と
共
に
、
橋
を
つ
な
ぐ
部
分
の
補

修
と
、
道
路
の
舗
装
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

農
政
課

　
急
速
充
電
器
は
、
耐
用
年
数
が
切
れ
る
と

管
理
で
き
な
い
た
め
本
体
を
取
り
換
え
る
。

　
特
産
品
製
造
で
は
「
ゴ
ロ
ッ
と
人
参
カ

レ
ー
」
４
，
６
５
０
個
を
作
成
予
定
。
今
後

は
味
も
二
種
類
ぐ
ら
い
作
成
を
検
討
す
る
。

商
工
振
興
課

　
町
紹
介
映
像
は
初
め
て
の
事
業
で
青
年

部
と
打
合
せ
を
行
い
３
ヵ
月
更
新
を
め
ざ
し
、

Ｈ
Ｐ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介
し
て
い
く
。

販
路
拡
大
は
町
・
商
工
会
・
町
内
企
業
で
構

成
し
て
お
り
販
路
拡
大
補
助
金
と
し
て
使

用
。

人
権
教
育

啓
発
課

　
団
体
活
動
助
成
金
の
清
算
報
告
は
、
団
体

か
ら
領
収
書
、
出
納
簿
、
通
帳
を
確
認
し
て

い
る
。
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

財
政
課

　
役
場
調
整
改
修
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
料
383
万
円
に
つ
い
て
は
、
人
口
増
や
職
員

数
増
な
ど
町
の
情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、
将

来
を
見
据
え
た
計
画
を
算
定
す
る
予
定
。

危
機
管
理
防
災
課

　
消
防
団
報
酬
や
、
出
動
報
酬
に
つ
い
て
見

直
し
が
あ
っ
た
。
地
区
の
消
防
積
載
車
に

は
、
毎
年
５
台
ず
つ
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
整
備
す
る
。

　
本
年
度
、
新
し
く
防
災
専
門
官
を
採
用

す
る
予
定
。

選
挙
管
理
委
員
会

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
熊
本
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
、
町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
予
算
説
明
が
あ
っ
た
。

総
務
課

　
地
区
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
へ
の
新
規
事
業

の
た
め
に
予
定
事
業
の
半
額
の
補
助
「
わ
が

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
」
。
コ
ロ
ナ

禍
で
実
行
で
き
な
か
っ
た
地
区
の
地
域
づ
く

り
の
行
事
再
開
に
対
し
て
上
限
を
20
万
円
と

し
た
「
地
域
行
事
再
開
支
援
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
た
。

会
計
課

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
状
況
は
、
令
和
２
年
度

は
２
万
７
６
６
０
件
、
令
和
３
年
１
月
時
点

で
４
万
１
２
８
１
件
。
年
々
増
加
傾
向
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
土
地
開
発
基
金
残
高
は
、
現
在
１
億
８
３

９
５
万
円
で
あ
る
。

総
合
政
策
課

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度
予
算
は
、

５
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
返
礼
品

の
商
品
数
を
２
倍
に
増
や
し
、
サ
イ
ト
で
の

宣
伝
に
力
を
い
れ
た
結
果
で
、
本
年
度
７
５

０
０
万
円
の
歳
入
予
算
。

　
結
婚
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
は
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
の
補
助
対

策
で
あ
る
。

　
人
材
育
成
基
金
は
、
事
例
で
は
海
外
へ
の

短
期
留
学
で
か
か
る
費
用
に
対
し
て
、
社
会

人
15
万
円
、
学
生
に
は
10
万
円
を
上
限
に
補

助
し
て
い
る
。
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令和４年第１回菊陽町議会定例会

付議事件

◇承認第１号　　専決処分の承認を求めることについて（令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第９号））

◇議案第１号　　菊陽町議会議員及び菊陽町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定

◇議案第２号　　菊陽町職員の定数条例の一部を改正する条例の制定

◇議案第３号　　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

◇議案第４号　　菊陽町非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

◇議案第５号　　菊陽町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

◇議案第６号　　菊陽町企業誘致環境整備基金条例の制定

◇議案第７号　　菊陽町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定

◇議案第８号　　菊陽町農業振興地域整備促進協議会条例等の一部を改正する条例の制定

◇議案第９号　　令和３年度菊陽町一般会計補正予算（第10号）

◇議案第10号　　令和３年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

◇議案第11号　　令和３年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

◇議案第12号　　令和３年度菊陽町下水道事業特別会計補正予算（第５号）

◇議案第13号　　令和４年度菊陽町一般会計予算

◇議案第14号　　令和４年度菊陽町土地取得特別会計予算

◇議案第15号　　令和４年度菊陽町工業団地造成事業特別会計予算

◇議案第16号　　令和４年度菊陽町国民健康保険特別会計予算

◇議案第17号　　令和４年度菊陽町後期高齢者医療特別会計予算

◇議案第18号　　令和４年度菊陽町介護保険特別会計予算

◇議案第19号　　令和４年度菊陽町下水道事業会計予算

◇議案第20号　　公の施設の他の団体の利用に関する協定の一部変更

◇議案第21号　　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更

◇議案第22号　　町道路線の廃止

◇議案第23号　　町道路線の認定

◇発議第１号　　地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書（案）

◇発議第２号　　中華人民共和国による人権侵害問題の解決に向けて必要な措置を講ずることを求める意見書（案）

◇発議第３号　　ロシアのウクライナ侵略に対する決議（案）

◇発議第４号　　県道４車線化等をめぐる佐藤竜巳議員の行為に関する調査特別委員会設置に関する決議

付議事件（追加）

◇議案第24号　　菊陽町部設置条例の一部を改正する条例の制定

◇同意第１号　　菊陽町教育委員会教育長の任命

◇発議第５号　　菊陽町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定
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議案番号等
結  

果
表決数 廣

瀨

矢

野

大
久
保

阪
本
俊

西

本

那

須

佐
々
木

中

岡

北

山

布

田

坂
本
秀

渡

辺

佐

藤

甲

斐

岩

下

小

林

福

島賛成 反対

議案第５号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第13号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第16号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第17号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第18号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

発議第４号 可決 10-6 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

（上記以外の議案等については、全員賛成でした）
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。
　結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

■議員の賛否を公開します

◇
議
案
第
１
号

菊
陽
町
議
会
議
員
及
び
菊
陽
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

　
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
い
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
、
ビ
ラ
や
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
に
つ
い
て
公
費
負
担

と
す
る
も
の
。

《
Ｑ
》

　
第
６
条
の
ビ
ラ
の
作
成
枚
数
、
町

長
選
挙
５
０
０
０
枚
、
町
議
会
選
挙

１
６
０
０
枚
の
根
拠
は
。
人
口
増
加

の
場
合
は
変
わ
る
の
か
。

《
Ａ
》

　
条
例
で
は
な
く
、
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
て
い
る
。
よ
っ
て
枚
数
も
法

令
規
定
に
準
用
し
て
い
る
。

原
案
の
と
お
り
可
決

◇
議
案
第
２
号

菊
陽
町
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

　
急
激
な
人
口
増
等
に
よ
り
職
員
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
職
員
20
人
の

増
員
を
お
こ
な
う
も
の
。

《
Ｑ
》

　
職
員
20
人
の
増
加
の
根
拠
と
判
断

基
準
と
は
な
に
か
。

《
Ａ
》

　
人
口
増
に
よ
る
職
員
の
負
担
が
増

加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

進
出
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
た
め
で
あ
る
。原

案
の
と
お
り
可
決

◇
議
案
第
３
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

　
人
事
院
規
則
等
、
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
育
児
を
お
こ
な
う
職
員
の
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
、
非
常

勤
職
員
の
取
得
要
件
の
緩
和
の
た

め
。

《
Ｑ
》

　
教
職
員
へ
の
研
修
予
定
は
。
ま

た
、
相
談
体
制
の
整
備
は
ど
こ
の
部

署
で
お
こ
な
う
の
か
。

《
Ａ
》

　
研
修
に
つ
い
て
は
改
正
後
、
次
年

度
、
計
画
的
に
実
施
。
相
談
は
総
務

課
が
主
と
な
り
、
検
討
し
体
制
を
整

備
す
る
。

原
案
の
と
お
り
可
決

◇
議
案
第
４
号

菊
陽
町
非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

《
内
容
》

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
団

員
の
年
額
報
酬
の
改
正
、
出
動
報
酬

制
度
を
創
設
す
る
た
め
。

《
Ｑ
》

　
出
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
令
や
区

か
ら
の
要
望
も
あ
る
が
、
そ
の
時
間

の
定
義
と
は
な
に
か
。

《
Ａ
》

　
火
災
の
場
合
は
、
サ
イ
レ
ン
か
ら

団
長
に
解
散
ま
で
。
災
害
時
や
捜
索

活
動
は
、
団
長
の
指
示
か
ら
団
長
に

よ
る
解
散
ま
で
と
す
る
。

　
地
域
の
活
動
と
消
防
団
の
活
動
の

違
い
は
状
況
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

原
案
の
と
お
り
可
決

◇
同
意
第
１
号

菊
陽
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

《
内
容
》

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期
も
引
き

続
き
任
命
し
た
い
と
い
う
も
の
。

上
川
幸
俊
氏

　
　
　全
員
賛
成
に
よ
り
同
意
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一般質問一般質問

廣瀨 英二 議員

空港アクセス鉄道「三里木ルート」のアピールは　　
現時点では追加調査の進捗を見守り検討状況を注視していく

Q

A

Q

QQ Q

A

AA A

・新駅設置
・企業誘致
・生活道路の整備等

その他の質問

　
　
県
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
菊

陽
町
進
出
決
定
を
受
け
、
新

工
場
に
近
い
原
水
駅
、
肥
後

大
津
駅
の
分
岐
も
俎
上
に
載

せ
、
採
算
性
な
ど
を
比
較
検

討
し
、
本
年
中
に
結
論
を
出

す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
肥

後
大
津
駅
周
辺
に
は
、
ホ
ン

ダ
な
ど
の
企
業
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
空
港
ま
で
車
で
行
く

人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
来
て
も
影
響
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
里
木
ル
ー
ト
を
町
は
、
ど

の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
の
か
。

　
県
の
検
討
委
員
会
な
ど

で
、
三
里
木
ル
ー
ト
案
が
最

適
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
事

業
化
が
判
断
さ
れ
れ
ば
三
里

木
駅
周
辺
の
整
備
、
構
想
が

速
や
か
に
策
定
で
き
る
よ
う

に
令
和
４
年
度
予
算
に
も
計

上
し
て
い
る
。
　
　

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
よ
る

渋
滞
対
策
と
し
て
セ
ミ
コ
ン

通
勤
バ
ス
の
拡
充
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
原
水
駅
か
ら
の
通
勤
バ

ス
の
輸
送
力
強
化
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
渋
滞
の
酷
い

各
拠
点
か
ら
の
通
勤
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
可
能
性
は
承
知

し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
バ
ス

台
数
、
運
転
手
の
確
保
な
ど

朝
夕
の
運
行
は
多
々
課
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
の

完
成
は
い
つ
頃
か
。

　
　
令
和
８
年
度
を
目
標
と

し
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り

早
期
の
開
通
を
め
ざ
す
。

　
　
原
水
駅
周
辺
地
域
の
市

街
化
区
域
編
入
の
取
組
み
は
。

　
　
市
街
化
区
域
編
入
を
め

ざ
し
て
県
と
協
議
を
進
め
て

い
く
。

廣瀨 英二

那須眞理子

甲斐 榮治

小林久美子

西本 友春

矢野 厚子

渡辺 裕之

空港アクセス鉄道「三里木ルート」の
アピールは

暗所視支援眼鏡の助成額１割負担
での検討は

総合体育館を運動以外にも活用を

国家戦略特区（申請）を検討して
推進すべきだ

大空港構想における町のビジョンの
進捗状況は

鉄道分岐案・町は態度を決めて県等に
働きかけよ

35人を超えるクラスについては、
教員の増員を 坂本 秀則 原水第三工業団地整備を早急に

着工出来ないか

…P10

…P11

…P12

…P13

…P14

…P15

…P11

…P12

…P13

…P14

…P15
北山 正樹 ｅスポーツで高齢者の日常に

輝きと喜びを

布田 　悟 教育勅語にある家族愛や
利他の心の醸成を

大久保 輝 小児用ワクチン接種は慎重な判断を
促せないか　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集し、
議会広報特別委員会で校正し、掲載しています。
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西本 友春 議員

那須 眞理子 議員

暗所視支援眼鏡の助成額１割負担での検討は
令和４年４月から助成額395,000円で実施

Q

A

大空港構想における町のビジョンの進捗状況は
５つの提案に付け加え、更なる効果が生まれるように要望していく

Q

A

Q

A

QQ QQ

QQQ

AAAA

AA A

・おくやみコーナー
・食品ロス（フードドライブ・フードバンク）
・子ども食堂
・マイボトル運動
・給水スポットの整備

その他の質問

暗所視支援眼鏡

　
　
熊
本
県
網
膜
色
素
変
性

症
協
会
の
山
本
悟
会
長
の
話

で
は
暗
所
視
支
援
眼
鏡
が
日

常
生
活
用
具
の
給
付
対
象
と

な
れ
ば
、
就
労
の
可
能
性
を

は
じ
め
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
た

ち
の
希
望
と
も
な
る
と
の
声

で
し
た
。
し
か
し
、
就
労
の

厳
し
い
患
者
さ
ん
は
、
１
割

負
担
で
な
い
と
購
入
も
で
き

な
い
の
で
、
何
と
か
し
て
一

割
負
担
を
実
現
し
て
ほ
し
い

と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　
暗
所
視
支
援
眼
鏡
の
助
成

額
19
万
８
千
円
を
、
原
則
と

し
て
低
所
得
者
は
無
償
で
、

所
得
の
あ
る
方
は
１
割
負
担

と
す
る
検
討
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
３
年
４
月
か
ら
購

入
費
の
助
成
を
「
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
実
施
要

綱
」
給
付
品
目
に
あ
る
「
視

覚
障
が
い
者
用
読
書
器
」
の

一
部
と
み
な
し
て
、
同
等
の

金
額
で
あ
る
19
万
８
千
円
を

助
成
額
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
検
討
し
た
結
果
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
「
暗
所
視

支
援
眼
鏡
」
の
助
成
額
を
、

39
万
５
千
円
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
原
則
と
し
て
費
用
の

１
割
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
あ
っ
て
は
自
己
負

担
は
な
い
。

　
　
町
に
お
け
る
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
の
数
は
。

　
　
小
、
中
学
校
合
わ
せ
て

41
人
。

　
　
そ
の
背
景
に
、
何
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

　
・
学
習
に
対
す
る
無
気
力

・
対
人
関
係
に
関
す
る
不
安

・
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
依
存
に

よ
る
体
調
不
良
。

・
小
学
校
で
は
、
親
子
の
関

わ
り
方
も
あ
る
。

　
　
支
援
は
ど
う
し
て
る
か

　
　
適
応
指
導
教
室
、
心
の

相
談
室
、
子
ど
も
総
合
相
談

室
の
整
備
を
図
り
、
連
携
し

共
同
で
支
援
し
て
い
る
。

　
　
適
応
指
導
教
室
に
、
専

用
の
電
話
と
コ
ピ
ー
機
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
急
ぎ
進
め
て
い
く
。

　
　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
町
民
の
意
識
や
認
識
を

ど
う
見
る
か
。

　
　
Ｈ
20
年
と
、
Ｈ
30
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
少
し

づ
つ
で
は
あ
る
が
、
意
識
の

変
化
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し

社
会
の
分
野
に
よ
っ
て
は
、

ま
だ
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な

い
と
言
う
認
識
の
人
が
多
く

い
る
。

　
　
今
後
の
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
考
え
を
問
う
。

　
　
町
民
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
。「
さ
ん
さ
ん

の
会
」
と
連
携
し
、
新
た
な

啓
発
活
動
も
検
討
す
る
。

　
　
学
校
教
育
で
は
ど
う
か

　
　
異
性
の
よ
さ
を
見
つ
け

違
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
学
ん
で
い
る
。
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矢野 厚子 議員

甲斐 榮治 議員

総合体育館を運動以外にも活用を
今後イベントについても検討していきたい

Q

A

鉄道分岐案・町は態度を決めて県等に働きかけよ
財源問題もあり町が評価する段階ではないので本年中の県の答えを待つ

Q

A

三里木駅正面

QQ

QQ

AA

AA

QQ A

A

・私立の中高一貫を誘致する
考えはないか
・インターナショナルスクー
ルの誘致を検討する考えは
ないか

その他の質問

・町の新駅構想
・JASM（TSMC）の事業展開
・菊陽空港線延伸事業
・白川河川改修
・まちづくり条例制定

その他の質問

　
　
来
年
完
成
予
定
の
総
合

体
育
館
を
運
動
だ
け
で
な
く
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
中
高
生
に

対
し
て
、
商
工
会
、
法
人
会

と
協
力
し
て
、
地
元
の
企
業

の
説
明
、
体
験
会
を
開
く
こ

と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
他
所
で
行
っ
て

い
る
高
校
生
の
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
中
学

生
は
教
育
委
員
会
と
相
談
し
、

地
元
の
企
業
に
半
導
体
の
内

容
を
中
学
生
に
説
明
す
る
機

会
を
設
け
て
企
業
の
社
会
貢

献
と
し
て
依
頼
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
関
連
企
業

が
進
出
を
打
診
し
て
い
る
と

思
う
が
新
た
な
工
業
団
地
の

整
備
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
新
た
な
工
業
団
地
の
整

備
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し

て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
く
。

　
　
町
総
合
計
画
の
中
で
英

語
教
育
の
一
層
の
充
実
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
教
育
を
お
こ
な
う
の
か
。

　
　
英
語
検
定
の
受
験
料
の

補
助
を
今
年
度
か
ら
中
学
３

年
生
に
加
え
て
中
学
２
年
生
、

小
学
６
年
生
ま
で
無
料
で
英

検
の
受
験
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
現
在
、
中
学
３
年
ま

で
の
英
検
３
級
以
上
の
取
得

率
は
熊
本
県
の
目
標
値
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
児
童
・
生
徒
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
何
年

後
ま
で
想
定
し
、
準
備
し
て

い
る
か
。

　
　
小
学
校
は
６
歳
ま
で
の

人
口
を
も
と
に
６
年
先
ま
で
、

中
学
校
は
12
年
先
ま
で
の
生

徒
数
を
も
と
に
、
お
お
む
ね

10
年
先
の
詳
細
計
画
を
定
め

て
い
る
。

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計

画
の
検
討
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。
町
は
鉄
道
の
分
岐

駅
と
し
て
、
三
里
木
・
原
水

大
津
の
各
駅
案
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

　
　
県
は
、
本
年
１
月
に
３

案
に
対
す
る
追
加
調
査
を
開

始
し
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出

に
よ
る
人
・
物
流
の
変
化
を

加
味
し
て
、
令
和
４
年
中
に

は
報
告
が
出
さ
れ
る
予
定
。

　
３
案
に
つ
い
て
は
、
町
と

し
て
評
価
す
る
段
階
で
は
な

い
。
県
の
検
討
状
況
を
注
視

す
る
。

　
　
最
大
需
要
地
で
あ
る
熊

本
市
と
空
港
を
最
短
距
離
で

結
ぶ
こ
と
。
定
時
性
。
大
量

輸
送
能
力
。
県
民
運
動
公

園
・
免
許
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善
。
中

間
駅
付
近
の
開
発
に
よ
る
県

経
済
の
浮
揚
。
以
上
が
鉄
道

構
想
の
原
点
で
あ
る
。
本
件

に
関
す
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
の

影
響
は
間
接
的
で
あ
る
。
原

点
に
か
え
っ
て
、
町
は
県
や

Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
県
の
答
を
待
つ

だ
け
で
は
い
け
な
い
段
階
に

あ
る
。

　
　
事
業
に
対
す
る
財
源
は

500
億
円
ほ
ど
で
あ
る
が
、
現

在
の
国
の
補
助
制
度
で
は

18
％
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ

で
は
き
び
し
い
。
国
・
Ｊ

Ｒ
・
県
の
負
担
が
そ
れ
ぞ
れ

３
分
の
１
と
な
る
。
こ
れ
が

早
急
な
事
業
化
を
阻
む
要
因

と
も
な
っ
て
い
る
。
県
の
状

況
を
見
守
る
。
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渡辺 裕之 議員

小林 久美子 議員

国家戦略特区（申請）を検討して推進すべきだ
今後、規制による具体的な支障（岩盤規制の緩和）が出てきた場合に制度の
活用を検討していく必要があると考えている

Q

A

35人を超えるクラスについては、教員の増員を
武蔵ヶ丘北小は教育支援員の配置を充実させる

Q

A

QQQ

Q Q

AA

AAA

QQ

Q

A

AA

本体工事が進むJASM

　
　
菊
陽
町
工
場
等
立
地
促

進
に
関
す
る
条
例
。
４
条
の

第
３
号
、
本
町
の
誘
致
企
業

と
し
て
と
い
う
も
の
に
対
し

て
の
該
当
す
る
の
か
。

　
　
本
町
、
立
会
人
の
熊
本

県
の
３
者
で
の
立
地
協
定
を

前
提
と
し
て
お
り
該
当
す
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
条
例
制
定
後
税
収
等
効

果
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
。

11
社
の
誘
致
企
業
に
13

億
８
，５
４
７
万
７
，０
０
０

円
を
交
付
。
法
人
町
民
税
が

約
84
億
円
、
固
定
資
産
税
の

う
ち
の
償
却
資
産
分
が
197
億

７
，０
０
０
万
円
。

　
　
令
和
６
年
末
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｍ
が
稼
働
の
効
果
、
影
響
が

あ
る
か
。
ま
た
不
交
付
団
体

に
な
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
効
果
は
家

族
も
含
め
て
約
１
，２
０
０

人
程
が
将
来
、
町
に
住
む
可

能
性
が
あ
る
。
経
済
活
動
や

町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増

収
な
ど
、
町
に
幅
広
く
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
６

年
度
以
降
は
町
税
収
入
が
大

き
く
増
加
し
、
不
交
付
団
体

に
な
る
見
込
み
。

　
　
人
口
５
万
人
が
目
前
、

市
制
移
行
を
目
指
す
と
明
確

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
７
年
の
国
勢
調
査

の
結
果
で
、
ど
こ
ま
で
増
え

る
か
で
、
は
っ
き
り
と
市
に

な
る
と
明
言
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
第
５
期
総
合
計
画
後
期

の
外
部
の
評
価
は
。

　
　
庁
内
の
検
証
に
加
え
、

外
部
の
審
議
会
で
の
検
証
を

行
っ
て
い
る
。
第
６
期
総
合

計
画
の
毎
年
の
検
証
実
施
は
、

次
年
度
以
降
、
内
部
と
外
部

の
評
価
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
も
と

で
、
少
人
数
学
級
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
熊
本
市
で
は
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
小
学
校

５
年
生
ま
で
35
人
学
級
が
実

現
す
る
。
菊
陽
町
の
実
態
は

ど
う
か
。

　
　
町
で
は
、
来
年
度
は
、

小
学
３
年
生
ま
で
35
人
学
級

と
な
る
。
現
在
、
35
人
学
級

を
超
え
る
人
数
の
ク
ラ
ス
は

４
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

　
　
教
育
現
場
に
は
、
感
染

対
策
に
加
え
、
行
事
の
変
更
、

学
級
閉
鎖
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負
荷
が

か
か
っ
て
い
る
。
35
人
を
超

え
る
ク
ラ
ス
に
特
別
支
援
学

級
の
児
童
が
加
わ
り
40
人
を

超
え
る
児
童
が
同
じ
教
室
で

学
習
す
る
と
い
う
密
な
実
態

も
あ
る
。

　
　
特
別
支
援
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
工
夫
し
て
対
応
し
て

い
る
。

　
　
特
別
支
援
の
児
童
を
別

に
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、

望
ま
し
く
な
い
し
、
保
護
者

ら
も
望
ん
で
い
な
い
。
共
同

授
業
も
含
め
た
人
数
に
基
準

を
設
け
て
学
級
編
成
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
４
月
か
ら
35

人
を
超
え
る
ク
ラ
ス
へ
の
対

応
を
し
て
ほ
し
い
。
せ
め
て
、

き
め
細
か
い
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
教
員
の
増
員
、
支
援

員
の
増
員
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
武
蔵
ヶ
丘
北
小
の
新
４

年
生
に
つ
い
て
は
、
教
育
支

援
員
の
充
実
や
教
室
の
配
置

等
、
適
切
に
対
応
す
る
。
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坂本 秀則 議員

北山 正樹 議員

原水第三工業団地整備を早急に着工できないか
調査費も計上しており、その中で早く取り組んでいく

Q

A

ｅスポーツで高齢者の日常に輝きと喜びを
ｅスポーツの導入については、調査検討を進める

Q

A

QQQ

Q

AAA

A

QQQ AA

A

・町職員体制
・道路渋滞解消策
・JR新駅増設

その他の質問

若手後継者による春人参収穫風景

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
工
場
本
体

建
設
で
発
生
す
る
、
騒
音
・

振
動
・
交
通
渋
滞
へ
の
町
と

し
て
の
対
応
は
充
分
か
。

　
　
問
題
が
発
生
し
た
場
合

は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
及
び
工
事
施
工

者
に
、
適
切
な
対
応
を
求
め

る
。

　
　
原
水
駅
か
ら
町
営
で
鉄

道
ま
た
は
、
新
交
通
シ
ス
テ

ム
等
で
の
通
勤
通
学
者
の
公

共
交
通
手
段
を
設
置
で
き
な

い
か
。

　
　
鉄
道
や
新
交
通
シ
ス
テ

ム
導
入
に
は
、
多
額
の
費
用

と
長
い
時
間
を
要
す
る
た
め

町
の
事
業
で
取
り
組
む
の
は

難
し
い
。

　
　
農
業
共
済
の
収
入
保
険

制
度
加
入
者
へ
町
か
ら
助
成

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
菊
池
地
域
協
議
会
を
中

心
に
、
更
な
る
普
及
と
加
入

促
進
に
向
け
取
り
組
み
を
強

化
し
、
関
係
市
町
と
連
携
し
、

経
営
安
定
化
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
中
心
経
営
体
育
成
の
た

め
積
極
的
な
支
援
施
策
を
設

け
ら
れ
な
い
か
。

　
　
国
及
び
県
事
業
で
は
対

応
で
き
な
い
取
り
組
み
等
で

あ
り
対
応
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
広
く
意
見
・
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
く
。

※

中
心
経
営
体
育
成
と
は

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
お
い

て
地
域
農
業
の
中
心
と
な
る

経
営
体
で
、
今
後
の
地
域
を

支
え
て
い
く
農
業
者
と
し
て

地
域
が
認
め
た
も
の
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
に

よ
り
、
高
齢
者
の
認
知
症
予

防
と
運
動
機
能
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。
こ
れ
は
東
北
大

学
の
研
究
の
他
、
美
里
町
で

の
Ｔ
Ｍ
Ｔ
（
運
動
能
力
を
数

値
化
）
の
数
値
が
向
上
し
て

い
る
。

　
　
既
存
事
業
に
加
え
、
事

業
効
果
等
の
調
査
を
行
う
な

ど
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
の

検
討
を
す
る
。

　
　
お
年
寄
り
と
孫
世
代
と

の
会
話
・
交
流
が
増
え
、
豊

か
な
社
会
に
つ
な
が
る
。

　
　
高
齢
者
と
若
年
層
の
世

代
間
交
流
は
重
要
で
あ
り
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
世
代
間

交
流
も
進
め
る
。

　
　
小
・
中
学
生
が
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
関
わ
り
、
よ
り
良

い
内
容
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
処

理
に
必
要
な
論
理
的
な
思
考

力
を
養
う
こ
と
が
目
的
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
有
意
義

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
得

意
と
す
る
分
野
で
世
代
間
交

流
を
図
る
。

※

美
里
町
・
合
志
市
で
は
導

入
後
、
高
齢
者
全
員
が
当
日

を
楽
し
み
に
し
て
、
欠
席
者

が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
事
業
費
は
、
美
里
町
で
は

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
を
活
用
。
合
志
市
で
は

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
補
助
金
を

得
て
、
運
営
し
て
い
る
。
参

考
に
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
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大久保 輝 議員

布田 　悟 議員

小児用ワクチン接種は慎重な判断を促せないか　　
今後検討していきたい

Q

A

教育勅語にある家族愛や利他の心の醸成を
現行の教育基本法や学習指導要領の中に情操教育として述べてある

Q

A

市街化調整区域内の発電所

QQ

Q

AAQA

A

QQ

Q Q

AA

A A

・第６期総合計画及び
令和４年度施政方針

その他の質問

三里木駅

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
（
以
下
ワ
ク
チ

ン
）
に
よ
る
、
集
団
免
疫
の

獲
得
は
困
難
で
あ
る
が
、
町

と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
目

的
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
発
症
を
予
防
す
る
高

い
効
果
が
あ
り
、
死
亡
者
や

重
症
者
の
発
生
を
減
ら
し
、

感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
重
症
化
を
予
防
で
き
る

と
い
う
デ
ー
タ
は
あ
る
か
。

　
　
デ
ー
タ
と
し
て
は
持
っ

て
い
な
い
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
状

況
は
。

　
　
死
亡
報
告
さ
れ
た
事
例

は
、
医
療
機
関
か
ら
の
副
反

応
疑
い
と
し
て
３
万
１
０
０

０
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
死
亡
報
告
事
例
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
１
，３
８
２
件
、

武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
67
件
。

現
時
点
に
お
い
て
、
個
々
の

死
亡
事
例
に
つ
い
て
ワ
ク
チ

ン
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と

い
う
事
例
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。

　
　
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
反
応

を
ふ
ま
え
て
、
接
種
の
推
進

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

他
の
自
治
体
で
は
、
接
種
券

の
一
律
配
布
は
せ
ず
、
接
種

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
詳
し

く
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
慎
重
な
判
断
を
促
す

よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な

い
か
。

　
　
接
種
券
は
既
に
送
付
し

て
お
り
、
い
た
だ
い
た
意
見

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
掲
載

す
る
事
を
検
討
す
る
。

　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
で
山

林
売
買
の
事
例
が
増
え
て
い

る
。
里
山
の
風
景
を
残
す
た

め
に
も
町
独
自
の
規
制
を
設

け
た
ら
ど
う
か
。

　
　
無
秩
序
な
投
機
的
取
引

を
抑
制
す
る
機
能
の
必
要
性

は
感
じ
つ
つ
も
現
行
法
で
規

制
す
る
の
は
困
難
だ
。

　
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

に
景
観
維
持
や
災
害
防
止
の

た
め
規
制
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
何
か
策
は
あ
る

か
。
太
陽
光
発
電
に
法
定
外

目
的
税
の
課
税
す
る
の
は
ど

う
か
。

　 

県
は
防
災
施
設
の
先
行

設
置
義
務
を
設
け
て
お
り
、

パ
ネ
ル
面
積
に
応
じ
課
税
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
税

の
調
整
も
あ
り
国
の
調
査
を

注
視
し
た
い
。

　
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
優

先
ル
ー
ト
は
。

　
　
三
里
木
ル
ー
ト
で
進
む

と
思
っ
て
い
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
進
出
で
県
も
今
年
度
中
に

３
駅
検
討
案
を
出
す
。
元
々

運
動
公
園
・
免
許
セ
ン
タ
ー

の
利
用
や
周
辺
開
発
、
熊
本

市
か
ら
の
利
用
の
点
か
ら
三

里
木
駅
案
が
決
定
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
た
。
原
水
駅
案
も

出
て
お
り
今
は
何
も
言
え
な

い
。

　
　
教
育
勅
語
は
、
家
族
愛
、

利
他
の
心
、
愛
国
心
を
持
つ

人
間
教
育
に
寄
与
し
た
。
そ

の
内
容
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
教
育
勅
語
に
あ
る
情
操

教
育
は
、
教
育
基
本
法
や
学

習
指
導
要
領
に
そ
の
思
い
は

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

基
づ
く
教
育
の
充
実
に
努
め

る
。
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プロフェッショナルに学ぶ

ちょっと
 ひといき

てぃー たいむ

菊陽西小学校６年生

　卒業を前にした菊陽西小学校の６年生174名が、色々な職業の方たちの話
を聞き、自分の将来の夢や職業について考える特別授業「プロフェッショナ
ルに学ぶ」に取り組みました。
　地域で活躍されている方が、直接子どもたちに自分の夢や仕事を通して学
んだ生き方や考え方を語っていただく機会を小学校の時からもつことは、と
ても大切なことだと考えます。
　今回は、地域学校協働活動推進員の協力を得て、美容師やビーチサッカー
日本代表選手、獣医師、警察官、菊陽町役場職員などの８名の講師から、そ
れぞれが特に興味を持った２名を選び、詳しくお話を聞きました。
　菊陽町の子どもたちが自分のこれからの生き方について考え、将来の夢を
育み、地域社会で活躍してくれる存在に育ってくれることを祈念しています。

講師の郷原亮介さん

◆講師の紹介
　○伝統建築　宮大工郷原組棟梁　郷原亮介さん　　○にしぐち動物病院獣医師　西口正さん
　○熊本市教育委員会　神田みゆきさん　　　　　　○アヴェルダージ熊本BS　松尾那緒弥さん
　○緒方エッグフアーム　緒方幸代さん　　　　　　○美容師（株）アロール　甲斐秀康さん
　○危険管理防災課防災安全係長　前村悠樹さん　　○大津警察署　片田香保里さん

　３月４日、第75回卒業証書授与式は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、昨年度に引き続き卒業生及び保護者、そして、教職員のみで行い
ました。当日は式を縮小し、また、限られた時間の中での開催ではありまし
たが、厳粛な中にも心温まる素晴らしい式となりました。卒業生の堂々とし
た姿に確かな成長を感じました。多くの方々からは御祝詞もいただき、式に
花を添えていただきました。前途洋々たる卒業生192名の未来に幸多かれ
と祈念しています。ご卒業おめでとうございます。

菊陽中学校 卒業生192名

　３月４日、第41回卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、時間や規模を縮小しての開催となりました。長いコロナ禍で
の学校生活で、たくさんのことができなかった卒業生ですが、そのようなときで
も今できる精一杯の力を発揮して学校をリードしてくれた卒業生でもありまし
た。当日の代表生徒の胸を打つ言葉や、真剣に参加する卒業生の姿は、本当に
感動的でした。卒業生の皆さんの未来が幸多からんことを願っています。これ
まで温かく見守ってくださった地域の方々、本当にありがとうございました。

武蔵ヶ丘中学校　卒業生287名

表紙の 紹介
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議員氏名 交付額 実績 返還額 議員氏名 交付額 実績 返還額

廣瀨　英二 240,000 0 240,000 布田　　悟 240,000 165,518 74,482

矢野　厚子 240,000 31,476 208,524 坂本　秀則 240,000 3,080 236,920

大久保　輝 240,000 0 240,000 渡邊　裕之 240,000 130,531 109,469

阪本　俊浩 240,000 0 240,000 佐藤　竜巳 240,000 0 240,000

西本　友春 240,000 0 240,000 甲斐　榮治 240,000 81,809 158,191

那須眞理子 240,000 42,972 197,028 岩下　和高 申請なし ― ―

佐々木理美子 240,000 0 240,000 小林久美子 240,000 15,900 224,100

中岡　敏博 240,000 3,080 236,920 福島　知雄 240,000 9,580 230,420

北山　正樹 240,000 108,037 131,963 上田　茂政 申請なし ― ―

政務活動費の収支報告書等を公開します

令和 3年度　菊陽町議員政務活動費実績表

令和３年度分の議員から提出された政務活動費の収支報告書等について公開します。
なお、政務活動費の収支報告書及び証拠書類の写しは、菊陽町議会事務局にて事前の申し出に
よりどなたでも閲覧することができます。
　　・閲覧場所：議会事務局（菊陽町役場３階）
　　・閲覧時間：午前９時～午後５時（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）

※令和３年度も、令和２年度同様、新型コロナ感染症の影響で調査研究その他の議員活動が制限された
結果、表 -１のような状況になりました。
　交付申請なしの議員、申請しても使用してない議員がみられますが、該当する議員は活動についての
経費は自己負担で行っています。

【注釈】
　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部と
して交付されるもので、菊陽町では議員一人当たり月額20,000円（年額240,000円）を交付してい
ます。
　菊陽町議会では、「菊陽町議会基本条例」等を定め、議会が担うべき役割を果たすことができる議
会機能の強化を目指し、政務活動費を有効に活用するとともに、その使途の透明性を図るため、収支
報告書と領収書の添付を義務付け残額については町に返還することになっています。

表 -１ 単位：円

【使用率：15.42％】
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み
な
さ
ん
の

傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議案番号
結  

果
表決数 廣

瀨

矢

野

大
久
保

阪
本
俊

西

本

那

須

佐
々
木

中

岡

北

山

布

田

坂
本
秀

渡

辺

佐

藤

甲

斐

岩

下

小

林

福

島賛成 反対

発議第４号 可決 10-6 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● 除 〇 ● 〇 〇

○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
の
広
報
委
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者

　
　
議
　
　
長
　
　
上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委

員
長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

布
田
　
　
悟

委
　
　
員      

中
岡
　
敏
博

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

廣
瀨

英
二

　
熊
本
地
震
か
ら
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時

の
悲
惨
な
状
況
に
自
然
災
害
の
怖
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
最
近
の
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
映
像
を
見
る
た
び
に
胸
が
痛
み
ま
す
。
罪
の

な
い
多
く
の
人
々
が
殺
害
さ
れ
、
生
活
の
場
や

公
共
施
設
が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
る
な
ど
戦
争

の
残
虐
さ
の
映
像
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
一

時
も
早
い
終
戦
と
世
界
の
平
和
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
町
議
会
議
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
３

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を
通
じ
て
そ
の
責
任
の
重
さ
と
、

や
り
が
い
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
の
一
員
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
議
会
や
議
員
の
活
動
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
解
り
や
す
く
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し
て
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【発議第４号】県道４車線化等をめぐる佐藤竜巳議員の行為に関する
調査特別委員会の設置について

　台湾のTSMC社の進出に伴い、県道大津植木線、県道大津西合志線は従来に加えますます混雑が
予想される。このため、菊陽町、合志市、大津町は菊池南部総合交通研究会を立ち上げ、熊本県に
県道の４車線化を要望しているところであり、議会も一体となって取り組む事案であるにもかかわ
らず、この度、佐藤竜巳議員は公共工事の受託事業者を伴い、菊池南部総合交通研究会の方針とは
異なる行動が明らかになった。
　この大切な時に、議員一人一人の行動が疑われる一切の行動は、現に慎まなければならないのは
当然のことである。よって、佐藤竜巳議員の行動を明らかにし、議会及び本町の信頼確保のために、
調査特別委員会の設置が賛成多数で可決された。

○
委
員
会
の
名
称

県
道
４
車
線
化
等
を
め
ぐ
る
、

佐
藤
竜
巳
議
員
の
行
為
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会

○
設
置
の
根
拠

地
方
自
治
法
第
109
条
、
及
び

菊
陽
町
議
会
委
員
会
条
例
第

５
条

○
目
的

県
道
４
車
線
化
等
を
め
ぐ
る
、

佐
藤
竜
巳
議
員
の
行
為
に
関

す
る
調
査

○
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
名

委
員
長
　
　
甲
斐
榮
治

副
委
員
長
　
西
本
友
春

委
員
　
　
　
福
島
知
雄

委
員
　
　
　
廣
瀨
英
二

委
員
　
　
　
佐
々
木
理
美
子

委
員
　
　
　
布
田
　
悟

委
員
　
　
　
坂
本
秀
則

委
員
　
　
　
岩
下
和
高
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